
記
録
的
な
長
梅
雨
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
月
十
五
日
、
小
泉
首
相
は
じ
め
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
が
世
界
の
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

元
宮
内
庁
長
官
の
富
田
朝
彦
メ
モ
が
発
覚
、
戦
犯
第
一
号
が
本
来
国
際

通
念
だ
っ
た
昭
和
天
皇
で
す
ら
、
Ａ
級
戦
犯
合
祀
後
は
靖
国
参
拝
を
中
止

し
た
、
そ
の
心
理
的
動
機
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇
以
上
に
靖
国
参
拝

に
こ
だ
わ
り
国
際
的
孤
立
を
招
い
て
は
ば
か
ら
な
い
、
小
泉
首
相
の
言
動

の
極
度
の
不
条
理
、
反
社
会
性
が
い
っ
そ
う
明
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
こ
と
し
は
、
私
た
ち
の
八
月
十
五
日
行
動
が
一
段
と
光
彩

を
放
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

「
二
度
と
く
り
か
え
さ
せ
ま
せ
ん
、
『
戦
争
へ
の
道
』
」
と
大
書
し
た

よ
び
か
け
は
、
小
泉
首
相
や
閣
僚
た
ち
の
靖
国
参
拝
に
反
対
す
る
多
く
の

国
民
は
も
ち
ろ
ん
、
十
五
年
に
及
ぶ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
す
べ
て
の

犠
牲
者
の
心
で
も
あ
り
ま
す
。

「
靖
国
戦
争
史
観
」
を
打
ち
破
っ
て
「
憲
法
平
和
史
観
」
を
語
り
伝
え
、

書
き
遺
す
こ
と
、
私
た
ち
同
盟
運
動
の
基
本
の
一
つ
で
す
。

秋
の
ポ
ス
ト
小
泉
確
定
後
の
臨
時
国
会
は
、
ふ
た
た
び
教
育
基
本
法
改

悪
法
案
は
じ
め
憲
法
改
悪
先
取
り
と
も
い
う
べ
き
悪
法
山
積
の
重
大
な
時

機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
へ
の
危
機
感
と
と
も
に
莫
大
な
重
税
や
公
共
料
金
の
引
上
げ
に
、

国
民
は
「
怒
り
心
頭
」
で
す
。

い
よ
い
よ
夏
本
番
、
お
お
い
に
学
び
、
お
お
い
に
浩
然
の
気
を
養
い
、

確
信
を
も
っ
て
大
事
な
秋
の
国
民
共
同
の
た
た
か
い
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
各
地
の
都
道
府
県
本
部
総
会
開
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

●
顕
彰
碑
／
大
沢
野
村
小
作
争
議
・
富
山
県
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

●
時
の
焦
点
／
テ
ポ
ド
ン
２
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

●
抵
抗
の
群
像
／
矢
後
利
明
・
宮
城
県
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

●
同
盟
歌
壇
／
碓
田
の
ぼ
る
選
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

●
書
棚
／
『
教
育
の
国
家
統
制
法
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
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五
月
の
国
会
請
願
を
成
功
裏
に
終
え

た
あ
と
、
各
都
道
府
県
本
部
で
は
総
会

・
大
会
を
開
催
、
運
動
の
総
括
と
新
た

な
方
針
、
新
役
員
な
ど
確
定
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
以
下
、
現
在
ま
で
の
取
り
組

み
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。
文
中
�
は

開
催
月
日
、
�
は
参
加
者
数
、
�
は
新

三
役
名
、
�
は
総
会
の
特
徴
で
す
。

北
海
道

�
六
月
二
十
六
日
。
終
了
後
、
道
同
盟

結
成
三
〇
周
年
祝
賀
会

�
四
九
名

�
会
長
・
外
尾
静
子
、
副
会
長
・
前
田

大
蔵
、
横
山
博
子
、
事
務
局
長
・
伊
藤

俊
、
同
次
長
・
宮
田
汎

�
侵
略
戦
争
を
正
当
化
す
る
政
治
情
勢

を
許
さ
ず
、
九
条
改
憲
反
対
の
国
民
的

多
数
は
結
集
の
た
め
に
全
力
を
つ
く

す
。
こ
の
た
め
に
も
同
盟
の
役
割
・
存

在
意
義
を
深
く
つ
か
む
こ
と
を
確
認
。

山
形
県

�
五
月
二
十
八
日

�
四
一
名

�
会
長
・
逸
見
光
雄
、
副
会
長
・
島
津

昭
、
石
塚
知
二
、
国
井
浩
之
、
美
濃
啓

三
、
石
垣
政
志
、
事
務
局
長
・
鈴
木
光

子�
目
標
一
万
、
四
百
団
体
、
会
員
目
標

三
五
〇
名
、
国
会
行
動
二
名
を
決
め
、

「
犠
牲
者
名
簿
」
と
「
戦
争
体
験
記
」

発
行
、議
会
請
願
委
員
会
の
た
ち
あ
げ
。

宮
城
県

�
七
月
二
十
二
日

�
二
五
名

�
会
長
・
大
川
芳
夫

�
日
本
が
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る

情
勢
の
も
と
で
、
「
同
盟
」
の
役
割
は

大
き
く
、
戦
争
と
人
権
抑
圧
、
そ
の
な

か
で
の
先
輩
た
ち
の
闘
い
の
歴
史
と
現

在
の
情
勢
を
語
り
つ
つ
、
大
い
に
頑
張

ろ
う
と
積
極
的
な
論
議
を
行
っ
た
。

福
島
県

�
七
月
二
十
二
日
。
終
了
後
、
総
会
記

念
講
演
会
「
地
方
史
か
ら
教
育
基
本
法

を
考
え
る
」
講
師
・
呑
川
泰
司

�
二
八
名

�
会
長
・
加
藤
起
、
副
会
長
・
増
子
善

七
、
平
島
精
一
、
木
口
重
、
保
知
雄
三

郎
、
渡
辺
藤
一
、
事
務
局
長
・
山
口
文

彦
、
同
次
長
・
目
黒
剛
夫
、
菅
原
勝
義

�
請
願
署
名
の
目
標
達
成
め
ざ
し
、
県

内
各
支
部
の
体
制
を
整
備
し
、
草
の
根

運
動
を
つ
く
り
あ
げ
る
。
そ
の
た
め
の

学
習
の
重
視
、
県
版
「
不
屈
」
を
充
実

さ
せ
、
犠
牲
者
の
業
績
を
語
り
継
ぐ
。

「
戦
争
す
る
国
」
を
絶
対
に
阻
止
す
る

た
め
奮
闘
す
る
。

東
京
都

�
七
月
十
三
日

�
四
五
名

�
会
長
・
宮
田
勝
、副
会
長
・
山
崎
元
、

川
口
弘
、
佐
藤
滋
郎
、
境
鶴
雄
、
事
務

局
長
・
松
井
久
雄
、
同
次
長
・
藤
本
増

美�
情
勢
打
開
に
む
け
ふ
た
た
び
治
安
維

持
法
体
制
の
復
活
を
許
さ
な
い
同
盟
の

出
番
の
自
覚
を
高
め
、
強
大
な
都
同
盟

建
設
を
め
ざ
し
、
多
面
的
な
活
動
の
な

か
で
困
難
を
の
り
こ
え
、
運
動
が
発
展

し
て
い
る
活
気
あ
る
討
議
だ
っ
た
。

茨
城
県

�
七
月
十
六
日

４
０
０
万
世
帯
が
生
活

保
護
水
準
以
下
。
非
正

規
雇
用
が
１
６
０
０
万

人
、
３
人
に
１
人
は
正

社
員
で
は
な
い
。
都
会

で
は
定
職
に
就
け
な
い
若
者
が
急
増
▼

秋
田
で
は
人
の
住
ま
な
い
集
落
が
１
０

０
を
超
え
た
。
１
�
の
米
づ
く
り
農
家

で
も
販
売
競
争
が
は
げ
し
く
、
収
入
は

ほ
と
ん
ど
な
い
▼
妻
を
な
く
し
５
年
前

会
社
を
解
雇
さ
れ
、
中
１
と
小
６
の
子

ど
も
２
人
を
男
手
で
育
て
る
５０
歳
の
父

親
は
、
週
３
日
深
夜
な
ど
３
つ
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
か
け
も
ち
で
働
い
て

年
収
２
０
０
万
円
▼
見
ま
し
た
か
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

�
働
く
貧
困
層
�」（
７
月
２４
日
放
映
）の

一
コ
マ
。コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は「
政
府
、

企
業
が
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
」「
一

刻
も
早
く
対
策
を
。
社
会
全
体
が
衰
弱

し
て
い
く
」▼「
格
差
社
会
は
悪
い
こ
と

で
は
な
い
」
と
開
き
直
る
小
泉
首
相
。

だ
が
、経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）は
２０
日
、対
日
報
告
書
で
日
本
の
所

得
格
差
が
拡
大
し
、
相
対
的
貧
困
率
が

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
二
番
目
と
指
摘
。

労
働
市
場
の
正
規
社
員
と
臨
時
雇
用
の

二
極
化
の
是
正
を
勧
告
し
た
。
（
幹
）

各各
地地
のの
都都
道道
府府
県県
本本
部部
総総
会会
開開
くく
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同盟新潟県本部大会

�
十
二
名
、
委
任
状
三
十
一
名

�
会
長
・
空
席
、副
会
長
・
海
野
幹
雄
、

小
島
真
、
杉
田
要
一
、
事
務
局
長
・
久

保
田
俊
雄
、
同
次
長
・
人
見
章
太
郎

�
国
会
請
願
後
、
署
名
六
五
〇
〇
を
出

足
早
く
と
り
く
み
、
若
返
り
、
後
継
者

づ
く
り
、
財
政
確
立
の
た
め
会
員
拡
大

に
と
り
く
む
。
顕
彰
活
動
の
前
進
を
柱

に
あ
げ
る
。
憲
法
と
治
安
維
持
法
署
名

を
車
の
両
輪
と
し
て
と
り
く
む
な
ど
熱

心
な
討
議
と
な
っ
た
。

埼
玉
県

�
七
月
十
五
日

�
二
五
名

�
会
長
・
近
藤
一
雄
、
副
会
長
・
高
根

賢
一
、
高
橋
旦
、
矢
島
恒
夫
、
事
務
局

長
・
小
口
巽
、
同
次
長
・
加
納
幸
子

�
県
本
部
の
活
動
と
力
量
を
高
め
る
た

め
に
、
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の

意
見
、
課
題
と
し
て
、
署
名
・
会
員
拡

大
・
名
称
（
団
体
）
・
女
性
部
に
つ
い

て
・
「
戦
争
展
」
な
ど
討
議
。

新
潟
県

�
七
月
二
十
三
日

�
約
四
〇
人

�
会
長
・
小
林
与
蔵
、
副
会
長
・
川
口

昌
一

事
務
局
長
・
北
村
直
吉
、
同
次

長
・
加
藤
進
、
庭
山
和
好

�
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す

る
な
ど
の
方
針
確
立
、
六
月
発
行
の
解

放
運
動
と
戦
争
遺
跡
を
記
録
し
た
「
風

雪
の
大
地
に
刻
む
」
は
二
年
間
、
二
〇

人
以
上
の
資
料
提
供
者
、
八
人
の
編
集

部
で
完
成
、
こ
れ
を
広
く
普
及
す
る
。

長
野
県

�
七
月
十
二
日

�
四
二
名

�
会
長
・
河
原
田
和
夫
、
副
会
長
・
山

口
光
昭
、
荒
井
俊
信
、
吉
沢
真
、
佐
藤

一
、
峰
村
晃
弼
、
出
澤
光
治
郎
、
中
平

章
雄
、
岡
沢
郁
夫

�
署
名
、
会
員
、
会
費
の
到
達
・
率
・

残
、
納
入
状
況
等
を
支
部
別
に
明
ら
か

に
し
た
討
議
資
料
を
作
成
、
進
ん
だ
支

部
、
遅
れ
た
支
部
の
教
訓
、
原
因
を
率

直
に
出
し
合
い
、
〇
六
年
度
の
指
標
を

や
り
き
る
た
め
に
支
部
役
員
体
制
の
確

立
と
会
議
定
例
化
を
確
認
。

岐
阜
県

�
六
月
二
十
五
日

�
四
五
名

�
会
長
・
神
戸
照
、
副
会
長
・
晴
川
睦

子
、
片
桐
義
之
、
稲
熊
次
郎
、
事
務
局

長
・
赤
星
守
男

�
個
人
署
名
目
標
を
突
破
し
た
中
濃
支

部
古
田
さ
ん
、
個
人
署
名
三
〇
〇
名
余

の
署
名
を
集
め
た
生
田
さ
ん
ら
が
実
践

に
基
づ
い
た
生
き
生
き
し
た
活
動
報
告

が
さ
れ
、
大
会
は
「
共
謀
罪
」
廃
案
を

求
め
る
特
別
決
議
を
し
た
。

広
島
県

�
七
月
十
五
日

�
九
人

�
会
長
・
山
田
慶
昭
、
副
会
長
・
上
田

博
則
、
清
水
達
男
、
事
務
局
長
・
片
桐

隆
三
、
同
次
長
・
東
博
登
、
大
畑
実
男

�
反
核
平
和
の
世
界
の
基
地
で
あ
る
広

島
の
目
の
前
、
岩
国
へ
の
米
艦
載
機
増

駐
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
地
域
活
動

と
結
合
し
靖
国
史
観
克
服
の
同
盟
の
特

別
の
任
務
を
自
覚
し
て
奮
闘
し
よ
う
。

和
歌
山
県

�
六
月
十
日

�
三
六
名

�
会
長
・
藤
澤
弘
太
郎
、
副
会
長
・
市

野
勝
司
、
中
平
喜
祥
、
事
務
局
長
・
引

地
延
子
、
同
次
長
・
森
下
澄
子

�
昨
年
の
反
省
か
ら
出
足
早
く
と
支
部

総
会
・
幹
事
会
開
催
を
重
視
し
、
集
団

で
討
議
し
て
自
主
目
標
を
決
め
、
計
画

を
立
て
行
動
す
る
こ
と
を
提
起
、
ま
た

学
習
の
重
視
も
。

鳥
取
県

�
七
月
一
日

�
二
五
名

�
会
長
・
伊
藤
昭
二
、
副
会
長
・
浅
井

慶
和
、
宅
野
亮
介
、
田
江
裕
、
事
務
局

長
・
草
刈
司
、
同
次
長
・
保
田
睦
美

�
署
名
目
標
は
人
口
比
一
％
以
上
の
六

二
〇
〇
に
。
会
員
は
三
一
〇
の
到
達
を

三
五
〇
人
の
目
標
に
。
女
性
部
は
「
楽

し
く
活
動
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
員
比
五

〇
％
を
め
ざ
す
。
討
議
は
出
足
早
く
、

情
勢
に
こ
た
え
る
活
動
を
。

１９８９年５月８日第三種郵便物認可 （毎月１５日発行）�３８６

―３―

２００６年８月１５日不屈



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

山
口
県

�
七
月
八
日

�
一
五
名

�
名
誉
会
長
・
田
熊
真
澄
、
会
長
・
林

洋
武
、
副
会
長
・
柴
田
晃
尾
、
三
村
ま

ち
よ
、
安
村
モ
ミ
ヨ
、
事
務
局
長
・
大

田
智
美

�
昨
年
の
活
動
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら

田
中
サ
ガ
ヨ
の
顕
彰
を
い
っ
そ
う
す
す

め
る
。
昼
食
に
は
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
同

盟
の
い
っ
そ
う
の
前
進
を
誓
っ
た
。

愛
媛
県

�
三
月
三
十
日

�
二
〇
名

�
会
長
・
中
川
悦
良
、
副
会
長
・
岡
田

厚
美
、
小
倉
誠
一
郎
、
事
務
局
長
・
空

席�
会
員
一
〇
〇
名
突
破
、
今
治
支
部
結

成
の
経
験
、
「
多
喜
二
」
上
映
成
功
等

の
前
進
を
力
に
、
目
標
達
成
を
め
ざ
す

方
針
を
提
案
。
全
会
員
が
自
主
目
標
を

も
つ
。団
体
へ
の
協
力
要
請
の
重
要
性
、

楽
し
い
女
性
部
活
動
等
活
発
に
討
議
。

福
岡
県

�
七
月
二
十
五
日

�
三
五
名

�
会
長
・
角
銅
立
身
、
副
会
長
・
舟
越

甲
一
久
野
精
士
、
宮
本
秀
国
、
野
村
実

智
明
、堺
弘
毅
、川
口
伊
智
子
、
事
務
局

長
・
橋
本
幸
夫
、
同
次
長
・
濱
地
龍
男

�
国
会
請
願
の
代
表
を
早
く
決
め
、
請

願
署
名
三
万
筆
を
達
成
す
る
た
め
全
会

員
一
人
一
〇
筆
の
達
成
を
決
意
。

〈
よ
び
か
け
〉

規
約
問
題
検
討
委
員
会

発
足
に
あ
た
っ
て

同
盟
の
運
動
は
、
国
会
請
願
署
名
運

動
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
つ
い
て
の

顕
彰
活
動
が
多
様
に
発
展
し
新
し
い
会

員
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
「
実
態
に
見
合
っ
た
よ

り
わ
か
り
や
す
い
規
約
を
」
の
声
も
聞

か
れ
、
こ
の
た
び
中
央
に
「
規
約
問
題

検
討
委
員
会
」
（
委
員
長

増
本
一
彦

副
会
長
）
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
疑
問
・
意
見
・
提
言

な
ど
中
央
本
部
「
規
約
問
題
検
討
委
員

会
」
宛
に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
よ
び

か
け
ま
す
。
八
月
末
ま
で
。

８
月
１５
日「
終
戦
記
念
日
」ビ
ラ
見
本
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��
今
年
三
月
、
富
山
市
西
塩
野
に
、
戦
前

の
旧
大
沢
野
村
小
作
争
議
の
顕
彰
碑
が
建

立
さ
れ
た
。

こ
の
争
議
の
発
端
は
、
昭
和
四
年
、
荒

野
で
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
「
五
年
間
無

年
貢
」
で
あ
っ
た
開
拓
入
植
者
と
の
約
束

を
地
主
が
一
方
的
に
反
古
に
し
た
こ
と
に

あ
っ
た
。
こ
の
年
の
十
二
月
、
飯
米
に
も

事
欠
く
農
民
た
ち
は
、
山
崎
友
則
、
湯
浅

治
作
ら
の
呼
び
か
け
で
全
国
農
民
組
合
富

山
県
連
合
会
大
沢
野
支
部
を
結
成
、
水
貢

米
・
古
田
の
増
米
、
耕
作
地
の
取
り
上
げ

に
反
対
し
闘
い
に
立
ち
上
が
っ
た
。

争
議
は
長
期
化
し
、
昭
和
八
年
十
月
、

地
主
側
が
農
民
組
合
幹
部
三
名
の
立
稲
・

動
産
の
差
し
押
さ
え
を
富
山
地
裁
に
申
請

し
、
暴
力
団
を
狩
り
集
め
、
稲
の
刈
り
取

り
を
強
行
、
こ
れ
に
対
し
二
百
名
を
越
え

る
農
民
が
救
援
に
駆
け
つ
け
、
稲
鎌
を
手

に
実
力
で
対
抗
し
た
。

同
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
県

下
一
斉
に
弾
圧
が
行
わ
れ
、
大
沢
野
支
部

の
農
民
十
名
余
も
治
安
維
持
法
違
反
で
検

挙
さ
れ
た
が
、
残
さ
れ
た
組
合
員
は
、
富

山
地
裁
に
調
停
を
申
し
立
て
、
そ
の
年
の

十
一
月
末
、
五
年
間
の
水
貢
米
を
棒
引
き

に
す
る
、
訴
訟
は
取
り
下
げ
る
、
争
議
費

用
の
一
切
を
地
主
側
が
負
担
す
る
な
ど
で

合
意
を
み
た
。

こ
の
度
の
顕
彰
碑
は
、
治

安
維
持
法
同
盟
が
「
先
人
の

汗
と
涙
、
血
を
以
っ
て
築
き

上
げ
て
き
た
歴
史
を
永
く
伝

え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、
十

一
名
の
遺
族
が
賛
同
し
て
実

現
し
た
。

富
山
県
本
部
事
務
局
長

小
森

修

テ
ポ
ド
ン
２
号
ふ
く
む
七
発
の
ミ
サ
イ

ル
が
発
射
さ
れ
て
、
に
わ
か
に
日
本
海
は

黒
く
き
な
臭
い
戦
雲
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。

額
賀
防
衛
庁
長
官
は
「
敵
基
地
先
制
攻
撃

論
」
、
安
倍
官
房
長
官
は
「
そ
の
先
制
攻

撃
能
力
の
準
備
」
、
麻
生
外
相
に
い
た
っ

て
は
「
米
軍
再
編
に
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
」

な
ど
と
好
戦
的
な
本
音
を
口
走
り
、
小
泉

・
ブ
ッ
シ
ュ
会
談
で
の
「
日
米
軍
事
同
盟

の
世
界
的
展
開
の
合
意
」
の
裏
づ
け
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

ミ
サ
イ
ル
と
は
、
機
体
内
で
燃
料

を
燃
焼
さ
せ
る
ロ
ケ
ッ
ト

噴
射
で
、
高
速
度
で
標
的

に
誘
導
命
中
さ
せ
る
運
搬

手
段
。
北
朝
鮮
は
す
で
に

核
爆
弾
二
、
三
発
を
保
有

し
て
い
る
と
公
言
し
て
い

ま
す
が
、
ミ
サ
イ
ル
自
身
は
核
爆
弾

で
な
い
も
の
の
、
核
兵
器
体
系
の
一

部
で
、
弾
頭
部
分
に
、
通
常
爆
弾
も
核
爆

弾
も
取
り
つ
け
ら
れ
る
、
核
・
非
核
両
用

の
兵
器
。

ミ
サ
イ
ル
は
、
長
距
離
（
五
〇
〇
〇
キ

ロ
以
上
）
、
中
距
離
（
二
五
〇
〇
キ
ロ
以

上
五
〇
〇
〇
キ
ロ
未
満
）
、
短
距
離
（
二

五
〇
〇
キ
ロ
以
下
）
に
区
分
さ
れ
、
テ
ポ

ド
ン
２
号
は
長
距
離
型
、
テ
ポ
ド
ン
１
号

は
中
距
離
型
、
ノ
ド
ン
は
短
距
離
型
に
属

し
ま
す
。

ち
な
み
に
航
続
距
離
二
五
〇
〇
キ
ロ
と

い
う
と
、ち
ょ
う
ど
北
海
道
の
稚
内
か
ら
、

沖
縄
の
那
覇
ま
で
の
距
離
に
相
当
し
ま

す
。
世
界
の
現
状
は
、
ミ
サ
イ
ル
が
核
・

非
核
両
用
の
運
搬
手
段
で
あ
る
だ
け
に
、

核
兵
器
保
有
国
は
じ
め
多
く
の
国
が
各
種

ミ
サ
イ
ル
を
多
数
保
有
し
、
さ
ら
に
開
発

増
強
中
で
す
。

ミ
サ
イ
ル
は
ま
た
す
で
に
実
戦
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
。

ア
メ
リ
カ
は
新
型
兵
器
の
格
好
の
実

験
場
と
ば
か
り
に
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の

軍
艦
か
ら
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ

ー
ク
を
イ
ラ
ク
攻
撃
に
発
射
し
ま
し

た
。ト
マ
ホ
ー
ク
は
一
機
約
七
億
円
。

二
五
〇
〇
キ
ロ
飛
ん
で
誤
差
は
わ
ず

か
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
正
確
さ
。

今
回
の
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

は
実
験
と
は
い
え
、
「
公
海
上
、
関

係
諸
国
へ
の
予
告
・
通
知
な
き
国
際

法
違
反
。
『
六
カ
国
協
議
』
と
『
日
朝
平

壌
宣
言
』で
の
核
問
題
凍
結
の
合
意
違
反
」

と
い
う
明
か
な
不
法
行
為
。

国
連
安
保
理
事
会
で
は
日
本
や
ア
メ
リ

カ
の
「
経
済
制
裁
か
ら
軍
事
制
裁
へ
の
」

強
硬
論
を
排
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
不

法
性
を
き
び
し
く
非
難
決
議
の
う
え
、
北

朝
鮮
の
猛
省
を
促
す
平
和
解
決
を
め
ざ
し

て
、
努
力
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
元
）

顕彰碑
探探訪訪

時の焦点

テポドン２号

暴
力
団
を
使
っ
て
の
年
貢
取
り
立
て
に

二
〇
〇
名
を
こ
え
る
農
民
が
決
起
し
た

大
沢
野
村
小
作
争
議
の
顕
彰
碑
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仙
台
か
ら
西
北
約
五
十
キ
ロ
の
地
・

涌
谷
町
に
あ
る
標
高
二
二
二
メ
ー
ト
ル

の
箟
岳
山
の
山
頂
近
く
に
樹
齢
一
〇
〇

年
を
ゆ
う
に
越
す
一
本
杉
の
脇
に

「
矢
後
利
明
く
ん
こ
こ
に
眠
る

菊
地
養
之
輔
書
」

「
矢
後
利
明

本
名
利
一

一
九
〇

二
〜
一
九
三
二
は
静
岡
県
小
山
町
に
生

ま
れ
大
正
末
期
宮
城
県
に
来
り

日
農

県
連
書
記
長
と
し
て
農
民
運
動
に
献
身

し
昭
和
七
年
遂
に
斃
る

若
き
優
秀
な

る
闘
志
と
し
て

東
北
農
民
の
解
放
に

尽
く
し
た
そ
の
功
を
永
く
伝
え
る
た
め

に
氏
の
意
志
に
よ
り
農
民
運
動
の
画
期

と
な
っ
た
前
谷
地
事
件
ゆ
か
り
の
地
を

え
ら
び

こ
の
碑
を
築
く

昭
和
四
七
年
一
一
月

宮
城
県
農
民
運
動
史
刊
行
会
」
の
碑

文
が
彫
ら
れ
た
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

矢
後
利
明
は
昭
和
七
年
五
月
二
二
日

に
石
巻
日
赤
病
院
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
行
年
三
〇
歳
の
若
さ
で
す
。
碑
文

に「
氏
の
意
志
に
よ
り
」と
あ
る
の
は
、

矢
後
が
「
地
主
の
斎
善
と
大
森
を
見
下

ろ
せ
る
所
に
葬
っ
て
く
れ
」
と
の
「
遺

言
」
を
さ
し
て
い
ま
す
。

五
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
農
労
葬

は
、
弁
護
士
の
布
施
辰
治
、
菊
地
養
之

輔
、
医
師
の
坂
猶
興
、
全
農
全
会
派
の

幹
部
な
ど
五
十
人
ほ
ど
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
箟
岳
山
裾
の
組
合
員
・
我

妻
宅
か
ら
棺
を
担
い
で
登
る
隊
列
に

「
金
魚
の
糞
の
よ
う
に
大
勢
の
警
官
が

つ
い
て
き
た
」
「
弔
辞
の
す
べ
て
は
覚

え
て
い
な
い
が『
怨
み
を
呑
ん
で
葬
る
』

の
一
言
は
何
十
年
経
っ
て
も
思
い
出

す
」
と
最
後
の
生
き
証
人
の
大
友
と
き

よ
さ
ん
（
昨
年
九
四
歳
で
死
去
）
が
語

っ
た
よ
う
に
、
葬
儀
を
行
う
こ
と
事
態

が
体
制
と
の
対
峙
そ
の
も
の
で
し
た
。

「
前
谷
地
事
件
」
は
、
昭
和
三
年
三

月
三
一
日
に
全
国
屈
指
の
千
町
歩
地
主

で
あ
る
「
斎
善
」
に
よ
る
「
土
地
取
り

上
げ
」
を
実
力
（
共
同
耕
作
）
で
阻
も

う
と
す
る
中
で
起
き
た
抗
争
。
共
同
耕

作
と
い
う
戦
術
の
決
定
は
長
く
語
り
ぐ

さ
に
な
っ
た
「
馬
あ
る
も
の
は
馬
に
乗

り
、
鍬
鋤
手
に
し
、
弁
当
持
参
で
前
谷

地
に
参
集
せ
よ
、
目
的
は
斎
善
家
に
あ

る
」
の
電
報
と
ビ
ラ
で
伝
え
ら
れ
、
参

集
し
た
組
合
は
十
三
支
部
、四
五
〇
人
。

小
作
田
の
田
起
こ
し
を
行
っ
て
い
る

中
、
警
察
が
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
乗
り
こ

み
「
矢
後
を
検
束
」
し
た
こ
と
に
農
民

が
「
奪
還
」
せ
ん
と
乱
闘
に
。
矢
後
な

ど
の
冷
静
な
対
応
で
事
態
を
お
さ
め
、

警
察
署
長
を
仲
介
に
し
て
１
、
今
後
小

作
地
は
永
久
に
立
付
け
る
こ
と
。
２
、

滞
納
し
た
小
作
料
は
三
ヵ
年
月
賦
で
支

払
う
こ
と
。
と
い
う
農
民
側
の
全
面
勝

利
で
終
結
。
し
か
も
、
警
察
署
長
に「
こ

の
日
の
争
議
で
は
、
一
切
の
検
束
者
逮

捕
者
は
出
さ
な
い
」
と
の
誓
約
を
参
集

し
た
農
民
の
前
で
行
わ
せ
た
の
で
す
。

県
特
高
は
現
場
の
警
察
署
長
が
交
わ

し
た
誓
約
な
ど
意
に
か
え
さ
ず
、
一
〇

数
名
を
逮
捕
、
八
名
が
起
訴
さ
れ
、
矢

後
は
、
懲
役
六
ヵ
月
の
実
刑
。
刑
期
を

終
え
出
所
（
昭
和
四
年
四
月
）
し
た
時

に
は
、
当
時
「
不
治
の
病
」
・
「
結
核
」

に
冒
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

出
所
直
後
に
「
四
・
一
六
」
全
国
一

斉
検
挙
で
し
た
。
全
農
宮
城
県
連
幹
部

の
多
く
も
検
挙
さ
れ
、
否
が
応
で
も
矢

後
は
、
県
連
の
再
建
、
支
部
援
助
、
裁

判
、
地
主
と
の
折
衝
等
々
で
身
体
を
癒

す
間
も
な
か
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想

像
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
静
岡
県
小
山
町
生
ま

れ
の
矢
後
利
明
（
本
名
・
利
一
）
が
、

な
ぜ
宮
城
の
地
で
、
し
か
も
農
民
の
信

望
を
得
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。
そ
こ
に
は
矢
後
の
前
史
と
も
言
う

べ
き
富
士
紡
労
働
者
と
し
て
小
山
工
場

の
争
議
に
深
く
関
わ
り
、
社
会
の
矛
盾

と
権
力
に
立
ち
向
か
う
思
想
を
体
得
し

て
い
た
こ
と
、
友
愛
会
の
鈴
木
文
治
が

宮
城
出
身
だ
っ
た
こ
と
の
関
係
も
推
測

さ
れ
ま
す
。
尚
、
郷
土
史
研
究
者
の
岩

田
�
先
生
の
富
士
紡
労
働
者
・
矢
後
利

一
の
生
涯
」
と
「
月
刊
す
る
が
」
の
今

年
二
月
号
・
新
山
麓
漫
歩
で
の
「
労
農

運
動
家
の
苦
闘

矢
後
利
一
の
生
涯
」

の
論
文
は
矢
後
の
生
涯
を
解
き
明
か
し

て
い
る
貴
重
な
文
献
で
す
の
で
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。

三
十
歳
の
若
さ
で
労
農
の
解
放
に
殉
じ
た

矢
後
利
明

石
巻
市

芳
賀
芳
昭
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同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

二
十
歳
ま
で
山
の
お
猿
と
思
い
居
ぬ
母
校
の
校
歌
「
ス
ス
ミ
テ
ヤ
マ
ザ
ル
」

新
緑
の
松
川
渓
谷
鳴
き
し
き
る
春
蝉
滝
の
音
に
紛
れ
ず

〈
評
〉
一
首
目
、
ユ
ー
モ
ア
を
含
む
が
哀
感
が
あ
る
。
「
ヤ
マ
ザ
ル
」
は
、
と

ど
ま
る
所
が
な
い
と
い
っ
た
意
味
。
二
首
目
、
蝉
の
声
と
滝
の
流
れ
落
ち
る

音
と
の
競
演
。
盛
ん
な
蝉
し
ぐ
れ
の
様
で
あ
る
。

東
京
都

若
林

義
文

安
保
破
棄
の
た
た
か
い
現
在
も
想
い
出
す
せ
め
て
百
万
の
デ
モ
を
や
り
た
し

〈
評
〉
今
の
よ
う
な
悪
政
の
中
で
の
、
作
者
の
口
惜
し
さ
の
表
現
。
お
そ
ら
く

は
若
き
日
の
安
保
闘
争
の
歴
史
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

和
歌
山
県

中
平

喜
祥

ヘ
ル
パ
ー
サ
ン
が
来
て
く
れ
る
日
な
り
炊
事
場
の
音
を
聞
き
つ
つ
眠
っ
て
い
た
り

〈
評
〉
ヘ
ル
パ
ー
を
心
頼
み
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
仕
事
を
し
て
い
る
物

音
を
聞
き
な
が
ら
、
作
者
の
安
ら
い
で
い
る
様
子
が
、
一
首
の
中
に
表
現
。

岐
阜
県

和
田

昌
三

「
本
当
の
歴
史
の
主
人
公
は
庶
民
だ
」
と
神
山
征
二
郎
監
督
は
明
快
に
説
く

〈
評
〉
神
山
監
督
の
話
は
、
映
画
の
「
郡
上
一
揆
」
で
あ
っ
た
か
、
「
草
の
乱
」

で
あ
っ
た
か
。
い
ず
れ
も
時
代
を
動
か
し
た
民
衆
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

静
岡
県

江
川

佐
一

父
の
死
の
会
葬
礼
い
う
祐
介
君
ま
こ
と
は
自
分
の
誕
生
日
と
い
う

〈
評
〉
悲
し
み
に
耐
え
な
が
ら
、
そ
の
日
が
誕
生
日
で
あ
る
「
祐
介
君
」
が
会

葬
礼
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
を
作
者
は
痛
ま
し
く
思
う
。

東
京
都

山
崎

元

戦
争
と
暗
黒
の
世
を
「
朝
ド
ラ
」
も
い
ま
に
伝
え
る
い
ま
危
機
ゆ
え
に

〈
評
〉
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
は
、
い
ま
息
苦
し
い
戦
争
の
時
代
と
特
高
警
察
の
横

暴
な
姿
を
描
い
て
い
る
。
作
者
は
、
現
在
の
日
本
と
重
ね
て
感
慨
を
深
め
る
。

※
同
盟
地
方
紙
に
秀
歌
を
多
く
お
見
受
け
し
ま
す
。

中
央
紙
に
も
奮
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

５
月
２０
日
、
全
教
等
の
主
催
で
開
か

れ
た
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
教
育
基
本

法
改
悪
で
教
育
は
ど
う
な
る
」
の
会
場

で
こ
の
緊
急
出
版
の
冊
子
が
紹
介
さ
れ

た
。
政
府
が
、
他
の
「
重
要
法
案
」
と

と
も
に
、
教
育
基
本
法
改
悪
法
案
を
一

気
に
通
過
さ
せ
る
意
図
を
み
せ
て
い
た

時
期
で
あ
っ
た
。

四
年
前
に
、
日
本
教
育
法
学
会
内
に

設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
は
直
ち
に
政

府
案
を
検
討
し
「
看
過
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
多
く
の
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い

る
」
と
、
そ
の
全
面
的
批
判
を
お
こ
な

っ
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
れ
は
、

法
案
が
「
現
行
教
基
法
の
部
分
的
な
改

正
で
は
な
く
、
そ
の
全
面
的
改
訂
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
現
行
法

を
廃
案
に
し
て
、
新
し
い
教
基
法
に
置

き
換
え
る
も
の
」と
の
把
握
に
立
っ
て
、

第
１
部
の
「
『
改
正
案
』
の
特
徴
と
法

案
審
議
に
関
す
る
主
張
」
と
い
う
全
体

的
な
分
析
と
、
第
２
部
の
「
法
案
の
逐

条
的
検
討
」
と
い
う
両
面
か
ら
の
え
ぐ

り
出
し
と
い
う
形
で
迫
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
第
１
部
で
は
、
現
行
法
の「
全

部
改
正
」
形
式
の
下
に
、
そ
の
実
質
的

廃
止
と
ま
っ
た
く
異
質
の
教
基
法
制
定

を
め
ざ
し
、
教
育
の
自
主
性
保
障
法
か

ら
権
力
統
制
正
当
法
へ
の
１
８
０
度
の

転
換
、
公
教
育
の
国
家
道
徳
強
制
法
へ

の
転
向
、
競
争
・
格
差
是
認
の
教
育
体

制
づ
く
り
、包
括
的
授
権
法
へ
の
転
落
、

行
政
権
の
最
高
部
に
よ
る
教
育
改
革
実

行
を
可
能
に
す
る
法
へ
の
変
質
を
は
か

る
も
の
と
鋭
く
批
判
を
す
る
。

第
２
部
で
は
、
法
案
の
逐
条
的
検
討

を
通
じ
て
、
よ
り
具
体
的
に
第
１
部
の

批
判
を
裏
付
け
て
い
る
。
法
案
が
、
現

行
法
の
文
言
を
部
分
的
に
残
し
な
が
ら

巧
み
に
異
質
な
も
の
へ
変
え
よ
う
と
す

る
政
治
的
意
図
を
鋭
く
衝
く
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

今
秋
の
国
会
も
目
前
の
重
要
な
時
期

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
よ
ん
で
い
た
だ
き
、

学
習
の
資
料
に
し
て
ほ
し
い
内
容
の
冊

子
で
あ
る
。

（
Ｋ
）

書棚

『
教
育
の
国
家
統
制
法

―
新
教
育
基
本
法
案
逐
条
批
判
―
』

日
本
教
育
法
学
会
教
育
基
本
法
研
究
特
別
委
員
会
編

母
と
子
社
刊

七
〇
〇
円
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申
し
込
み
は
七
月
末
で
三
〇
名
を
超

え
ま
し
た
。
東
京
八
王
子
支
部
の
井
上

学
さ
ん
か
ら
、
ソ
ウ
ル
西
大
門
独
立
公

園
内
に
日
本
治
安
維
持
法
遺
族
の
会
事

務
所
が
あ
り
、
昨
年
交
流
し
て
き
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
り
、
今
回
の

旅
の
中
味
は
一
層
充
実
し
そ
う
で
す
。

七
月
一
日
に
は
大
阪
府
本
部
で�
旅
�

に
向
け
て
の
学
習
会
「
日
本
と
韓
国
を

結
ぶ
視
点
」
を
行
な
い
ま
し
た
。
講
師

は
河
野
律
氏
（
日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大

阪
理
事
長
）
で
す
（
参
加
者
２２
名
）
。

七
月
二
十
七
日
に
は
、
東
京
で
中
央

本
部
・
東
京
都
女
性
部
共
催
で
�
午
後

の
テ
ィ
ー
・
タ
イ
ム
学
習
会
�
を
開
き

ま
し
た
。
講
師
は
青
年
劇
場
俳
優
・
広

戸
聡
氏
で
、
昨
年
の
�
銃
口
�
韓
国
公

演
か
ら
今
秋
、
公
演
の
�
族
譜
�
（
創

氏
改
名
の
日
本
植
民
地
時
代
の
韓
国
が

舞
台
の
演
劇
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
三
木
脚

本
）
の
お
話
で
す
。
韓
国
公
演
ビ
デ
オ

も
上
映
さ
れ
、
婦
団
連
、
国
際
活
動
日

本
委
員
会
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ（
再
建
）

等
他
団
体
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
交
流

の
話
し
合
い
が
進
み
ま
し
た
（
参
加
者

２１
名
）
。

九
月
上
旬
（
締
切
り
時
）
に
東
京
と

大
阪
で
�
韓
国
平
和
・
連
帯
の
旅
�
参

加
者
打
合
せ
会
を
行
な
い
ま
す
の
で
お

早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

事
務
局
日
誌

７
月
７
日

日
本
国
際
法
律
家
協
会
理

事
会

７
月
１０
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
第
十

三
回
公
判

７
月
１９
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
公
判

勝
利
決
起
集
会

７
月
２１
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

会
代
表
者
会
議

７
月
２５
日

中
央
三
役
会
議

７
月
２５
日

韓
国
平
和
・
連
帯
の
旅
第

一
回
事
務
局
会
議

７
月
２６
日

中
央
女
性
部
会

★

中
央
本
部
事
務
局
に
岡
部
八
千
代

さ
ん
を
採
用
し
ま
し
た
。

▼
訂
正
と
お
詫
び

７
月
号
「
抵
抗
の

群
像
」
の
筆
者
名
「
池
田
正
道
」
は
「
山

形
県
庄
内
町

佐
藤
幸
雄
・
鶴
岡
市

池
田
道
正
」
の
誤
り
で
す
。

８
月
２５
日
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
ビ
デ
オ

・
素
敵
な
特
典
映
像
つ
き
で
発
売
開
始

定
価
（
消
費
税
込
）
￥
３
、０
０
０

Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
ビ
デ
オ
を
観
て
、
同
盟
に

入
会
を
訴
え
ま
し
ょ
う
！

都
道
府
県
本
部
ご
と
に
集
約
し
て
、

販
売
事
務
局
（
共
同
企
画
ヴ
ォ
ー
ロ
）

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
８
１
２
‐
９
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
５
８
０
３
‐
９
５
３
０

Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
ビ
デ
オ
販
売
と
並
行
し
て
映

画
上
映
会
を
さ
ら
に
広
げ
ま
し
ょ
う

〈
寄
贈
図
書
〉

『
風
雪
の
大
地
に
刻
む
―
新
潟
県
の
解

放
運
動
と
戦
争
遺
跡
』

発
行

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
新
潟
県

本
部

一
、
〇
〇
〇
円

九条の会
小森陽一

女優
有馬理恵

「「時時代代をを撃撃てて・・多多喜喜二二」」

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
日
程

ブ
ロ
ッ
ク

日

時

会

場

北
海
道

９
月
２７
・
２８
日

旭
川
市

東

北

９
月
１９
・
２０
日

盛
岡
・
つ
な
ぎ
温
泉

関

東

９
月
１８
・
１９
日

湯
河
原
温
泉

北
信
越

９
月
１６
・
１７
日

福
井
・
あ
わ
ら
温
泉

東

海

９
月
２７
・
２８
日

愛
媛
・
知
多
半
島

近

畿

９
月
１９
・
２０
日

兵
庫

中

国

９
月
１２
・
１３
日

山
口
・
萩
市

四

国

９
月
２２
・
２３
日

香
川

九
州
・
沖
縄

９
月
１３
・
１４
日

沖
縄

「小林多喜二を語る」

�
韓
国
平
和
・
連
帯
の
旅
�（
１０
・
１２
〜
１６
）準
備
す
す
む

涙が止まらなかった！元気をもらった！
戦争と暗黒時代の再来を許さない！

監督・池田博穂 出演・田村�廣、赤井英和、
浅利香津代、ノーマフィールドほか

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

特典映像

映
画

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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